
1 まえがき

近年、インターネットやICTの普及に伴い、社会全体に蓄積
されるデータの総量が劇的に増大しています。2020年には2006
年の約200倍ものデータ量が世の中を流通するようになると予
測されています 1） 。ところが、総務省の調査によると、企業
内に保存されたデータの9割以上が活用されずに「宝の持ち腐
れ」になっているといわれています 2） 。
企業が保有する大量データを掘り起こし、戦略立案に活用す
ることで、新しいビジネスの機会を見出せることは、これまで
も指摘されていました。これからは、更に加速するデータの流
れ、増加するデータの量、多様化するデータの形式に対応して
いくことが必須となります。これまで活用できていなかった大
量データを改めて活用できるようにし、そこから新たな知見や
付加価値を導き出して新規事業に結びつけることが、今後の企
業戦略における大きな課題となるでしょう。
また、近年はスマートフォンや携帯電話などモバイル端末や、
ユビキタスセンサの普及による、トラフィックの急激な増加が
重要な課題となっています。総務省の調査では、国内モバイル

トラフィックは2010年～2011年の1年間で約2倍になっていると
報告されています 3） 。これらトラフィックの増加への対応
は、もはや通信キャリアのみの課題ではありません。モバイル
端末やセンサを活用して情報やサービスを提供する企業すべて
にかかわる課題になっているのです。
このように激増するデータは「ビッグデータ」と呼ばれ、現
在注目を集めています。
本稿では、ビッグデータが生み出す新たな課題と、それに付
随して生じるビジネスチャンス、及び、課題を解決するための
NECの取り組みの全体像について説明します。

2 ビッグデータ時代の到来と企業の課題

ビッグデータは、既にあらゆる事業領域に存在しています。
マッキンゼーの調査によれば、2009年時点で保有するデータ量
が多い業界のトップ3は、製造業、官公庁、通信業となってい
ます 4） 。保有データ量が最も少ない業界でさえ、51ペタバイト
（PB）ものデータが存在するといわれています。つまり、あ
らゆる業界において、ビッグデータへの対応が、競合との差異
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化を推進し、事業の成否を分ける鍵を握っているのです。
ビッグデータの分析は、従来のビジネス・インテリジェンス
（BI）とは異なり、ある業種の専門家がその業種に関するデー
タを分析するだけでなく、さまざまな業種・職種のユーザーが
多様な観点から分析を行う必要があります。弊社では、ビッグ
データ時代の到来を予測し、さまざまなデータを容易に解析で
きる種々の基盤技術・製品の実現に取り組んできました。次章
では、ビッグデータの活用がもたらす新たなビジネスの姿につ
いて紹介します。

3 ビッグデータの活用で生まれるビジネスチャンス

従来のデータ活用の現場では、データの活用目的、収集方法、
フォーマット、処理フローなど、さまざまな条件をあらかじめ
決めてから、そのためのシステムを設計する必要がありました。
しかし、ビッグデータを活用し、従来にない切り口での知見や
付加価値を導き出すためには、当初想定されていなかった用途
でデータを掘り出して活用したり、構造化されていない非定型
データを扱ったり、活用形態にあわせてリアルタイムやバッチ
での処理フローを柔軟に設定したりする必要があります。した
がって、従来のデータ活用に比べてビッグデータ活用では、
データを扱う環境の自由度が圧倒的に拡大します。
このように柔軟な環境でビッグデータを活用することで実現
できる新たな付加価値としては、次の3つが挙げられます。
((1) 情報提供の迅速化
圧倒的な大量データをリアルタイムに処理するビジネス
が可能になります。例えば、株式や外国為替相場などリ
アルタイムに変動する大量の情報を高速処理し、個人投
資家や機関投資家に対し、ミリ秒単位で配信するサービ
スが挙げられます（ 図1 ）。

(2) 新たな関係性の発見
従来利用していなかった蓄積データから、新たな関係
性・規則性を見つけ出すビジネスが実現できます。例え
ば、車載端末などのセンサ情報や、道路の混雑状況、工
事・事故情報を収集・分析することによって、最適ルー
トや部品交換時期、故障診断などをドライバやディーラ、
メーカに提供する、きめ細かな交通情報サービスが考え
られます（ 図2 ）。

(3) 将来の予見・予測
人や物事の振る舞いを先回りして予測し、適切な対処を
プロアクティブに行うビジネスが可能になります。例え

ば、プラント内に設置されたさまざまなセンサからの微
小振動などの大量データを分析して、正常稼働時の振る
舞いモデルを自動的に導出、その正常モデルとリアルタ
イムデータとの比較を行うことで、プラントの異常予兆
を監視・検知するサービスが挙げられます（ 図3 ）。

これまで弊社では、ビッグデータ関連製品・技術を続々と投
入してきており、大量イベント処理、画像データ認識、センサ
からのデータ収集など、多彩な領域で豊富な経験や実績を重ね
ています（ 図4 ）。

図1   金融情報の高速配信サービスの例

図2   センサを使った交通情報サービスの例

図3   プラント・建造物の異常予兆監視サービスの例
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図4   NECのビッグデータにおける主な実績

4 NECのビッグデータ関連製品・技術

センサデータを含むあらゆる情報が電子化され、データ量が
爆発的に増加し、かつ、さまざまなタイプのデータを収集・処
理・分析する必要性が飛躍的に高まっています。ビッグデータ
活用における技術的な課題は、次の3つに大別できます。
（1）センサ・デバイスから発生する大量データの収集
（2）急増するデータに対応するデータ管理/処理
（3）画像や音声などさまざまなタイプのデータの分析
これらの課題に対応する形で、ビッグデータビジネスを支え
るプラットフォームのアーキテクチャは、（1）データ収集基
盤、（2）データ管理/処理基盤、（3）データ分析基盤の3層構
造で構成されています（ 図5 ）。弊社では2006年頃よりビッグ
データを強く意識した技術開発に順次取り組み始めており、そ
れぞれの層について、既に多彩なビッグデータ処理製品を体系
化しています。これらの製品群に対し、顧客のニーズに応じて
最適な組み合わせで柔軟にソリューションを実現できます。こ
こでは、各基盤層における製品群について紹介します。
(1) データ収集基盤
データ収集基盤層は、さまざまな種類のセンサからの入力に
対し受け口を複数準備するとともに、センサデータへのアクセ
ス方法を統一することで、データ収集を容易にします。
このレイヤにおける製品群としては、異なるアクセス方法の
センサを統一的に扱えるようにするM2Mプラットフォーム
「CONNEXIVE」、農業センサ、放射能センサ、超高感度振動
センサ、スマート分電盤など実世界情報をリアルタイムに取得
可能な各種センサ群などが挙げられます。
「CONNEXIVE」は、あらゆるモノをつなぎ、さまざまな情

図5   NECのビッグデータデータ関連製品・技術マップ

報を収集・蓄積するプラットフォームです。機器ごとに異なる
インタフェースの違いを吸収する汎用的なアプリケーションイ
ンタフェースを提供可能で、機器間の差異を意識せず、アプリ
ケーションを構築することが可能です。
また、各種センサの中でも特に超高感度振動センサは、独自
の振動拡大機構を採用することにより、従来の振動センサと比
較して約20倍の高感度で広い周波数の振動を計測可能にし、更
に約10分の1の価格という低コスト化を実現しています。
(2) データ管理/処理基盤
データ管理/処理基盤層は用途に応じて、「大規模ストリー
ムのリアルタイム処理」と「蓄積データの高速バッチ処理」の
2つの高速大量データ処理方式を提供します。これによって、
現実世界の動きに迅速に対応したリアルタイム処理と、蓄積さ
れたデータに対する分散処理でパターン発見を行うことができ
ます。また、データ管理/処理基盤層では、大量データ処理を
行うためのハードウェア群として、スケールアウトにより大量
データを効率よく処理できるサーバ、ストレージ、フロー制御
も提供します。
大規模ストリームのリアルタイム処理を実現する製品群とし
ては、「InfoFrame Table Access Method（TAM）」やストリーム
データ高速処理基盤「Blockmon」が挙げられます。TAMは大量
データをメモリテーブル上で連続処理可能であり、従来型基幹
業務システム（ピーク時 数千件/秒）の約10倍の処理性能を実
現しており、 大量トランザクションのリアルタイム処理が必要
とされるシステムに採用されています。また、「Blockmon」は、
弊社の欧州研究所で研究開発が進められているソフトウェア基
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盤であり、モジュールベースの柔軟なアーキテクチャを採用し
ています。そのため、トラフィックのモニタリングや通信事業
者向けの不正利用ユーザー検知、企業内トラフィックの統計分
析など、ストリームデータのさまざまな分析に適用できます。
蓄積データへの高速バッチ処理を実現する製品群としては、
「InfoFrame Relational Store（IRS）」や「InfoFrame
DataBooster」、「InfoFrame DWH Appliance」などが挙げられま
す。IRSは既存のリレーショナルデータベース（RDB）技術と
スケールアウトの特長を持つキーバリューストア（KVS）技術
のメリットを併せ持つ、ビッグデータ時代の新たなデータベー
スソフトウェアです。IRSの特長は次の3点です。
1) スモールスタートが可能なアーキテクチャにより初期導
入コストを従来比50%削減

2) 国際標準規格の開発言語SQLに対応し、既存の設計資産
の有効活用が可能

3) 独自技術「マイクロシャード」の採用により、基幹業務
にも使用できる高信頼性を実現

また、「InfoFrame DataBooster」は、蓄積データの高速メモ
リ処理により、バッチ処理の時間を大幅に短縮したり、実行サ
イクルを（月次から日次へ）短縮させることが可能です。
「InfoFrame DWH Appliance」は、弊社の高性能・高信頼なサー
バとストレージに、Netezzaの高度なデータ検索/分析ソフト
ウェアを 組み合わせて最適化したデータウェアハウス・アプラ
イアンス製品であり、従来の大規模DWHシステムと比較して
約10～100倍のパフォーマンスを実現しています。
サーバ製品「Express5800」の「スケーラブルHAサーバ」は、

大容量メモリ搭載により高速メモリ処理を実現しています。
「SIGMABLADE」はスケールアウト型システムにより、容易に
ノード追加が可能です。また、ストレージ製品である「iStorage
Mシリーズ」はデータ処理の高速化のために、アクセス頻度に応
じた自律データ最適配置を実現しています。更に、ネットワー
ク製品である「UNIVERGE PFシリーズ」では、世界で始めて
次世代ネットワーク技術「OpenFlow」を採用し、データの内容
に応じて最適な経路のフロー制御を実現しています。
((3) データ分析基盤
データ分析基盤層は、画像や音声などの非構造化データに対
する高い分析・解析技術やノウハウを提供します。分析・解析
技術の例としては、指紋照合や顔照合などの生体認証、機械学
習を用いた故障検知などが挙げられます。
弊社の指紋照合エンジンは、他人許容率0.00001%以下の世界
トップの性能を実現しており、世界最大級（4,500万人規模）の
南アフリカ共和国の国民IDシステムHANISに採用されています。

また、顔検出/顔照合ソフトウェア「NeoFace」も学習型超解
像技術と非正面顔認証技術により、他社と比較して10倍の高精
度という世界トップの性能を実現しています。
更に、機械学習を用いた故障検知技術は、大量の観測データ
からシステム全体の不変性（インバリアンツ）モデルを自動生
成し、このモデルとリアルタイムの観測データを比較すること
でシステムの異常を検知することができます。この技術は運用
管理製品「WebSAM Invariant Analyzer」に組み込まれています。

5 おわりに

以上、ビッグデータ時代の課題、及びビジネスチャンスと、
それに対する弊社の取り組みとして、データ収集基盤、データ
管理/処理基盤、データ分析基盤の全体アーキテクチャの概要
を説明してきました。
本特集では、弊社のビッグデータソリューションを構成する
各種製品群や、それを支える研究所の先進技術などについて、
詳細に述べています。弊社は今後とも、これまで培ってきた大
量・非構造化データの処理技術を生かしながら、クラウドサー
ビスや最先端ICT製品の提供などを通じ、お客様企業の競争力
強化のためのソリューション、サービスを提供し続けます。

*Hadoopは、The Apache Software Foundationの登録商標または商標です。
*Netezzaは、International Business Machines Corporation の登録商標または商標です。
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